
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交差して交差点で互いに接続され、これにより衝撃によって選択的に閉じられる
２本の長いアームと、前記２本の交差アームに縦に連結された少なくとも１本のワイヤと
、を含む 形部材と、
　前記 形部材の両側に縦に配置された２枚のガイドパネルであって、前記ガイドパネル
は、それぞれ内側面に縦のガイド溝を有し、これにより前記アームの接続端部を移動可能
に受け止める、２枚のガイドパネルと、
　を備え、
　

ことを特徴とする衝撃吸収装置。
【請求項２】
　前記 形部材は、前記交差点を中心として対称又は非対称構造であることを特徴とする
請求項１記載の衝撃吸収装置。
【請求項３】
　２本以上のワイヤが、前記交差点を中心として対向する位置に、前記２本の交差アーム
に縦に連結されていることを特徴とする請求項１記載の衝撃吸収装置。
【請求項４】
　前記ワイヤは、異なる長さ、材料、太さ、及び弾性係数を有する数種類のワイヤを混合
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外部から衝撃を受けたとき、前記Ｘ形部材に連結されたワイヤが引き伸ばされまたは破
断されると共に、前記２枚のガイドパネルの間幅が縮まりながら外部の衝撃エネルギーを
吸収する

Ｘ



して作られることを特徴とする請求項１記載の衝撃吸収装置。
【請求項５】
　前記ワイヤは、金属、合成樹脂、ステンレススチール、又は繊維で作られることを特徴
とする請求項１記載の衝撃吸収装置。
【請求項６】
　前記ワイヤは、所定の部分に弾性手段又は屈曲部を備えることを特徴とする請求項１記
載の衝撃吸収装置。
【請求項７】
　前記アームは、それぞれ直線又は湾曲形状であることを特徴とする請求項１記載の衝撃
吸収装置。
【請求項８】
　前記アームは、それぞれ、前記ワイヤを保持するための、孔、溝、又は突起を備えるこ
とを特徴とする請求項１記載の衝撃吸収装置。
【請求項９】
　Ｘ、Ｙ、及びＺ軸方向に互いに各端部で連結され、これにより複合鋏構造体を形成する
複数の 形部材であって、前記 形部材のそれぞれは、互いに交差して交差点で互いに接
続されこれにより衝撃によって選択的に閉じられる２本の長いアームと、前記２本の交差
アームに縦に連結された少なくとも１本のワイヤと、を含む、複数の 形部材と、
　前記複合鋏構造体の両側に縦に配置された２枚のガイドパネルであって、前記ガイドパ
ネルは、それぞれ内側面に複数の縦のガイド溝を有し、これにより前記複合鋏構造体の接
続端部を移動可能に受け止める、２枚のガイドパネルと、
　を備え、
　

ことを特徴とする衝撃吸収装置。
【請求項１０】
　前記複合鋏構造体において同方向に伸びる前記アームは、単一構造体に統合されている
ことを特徴とする請求項９の衝撃吸収装置。
【請求項１１】
　前記 形部材は、それぞれ端部及び交差点に複数の孔を有し、前記孔をＺ軸方向に通る
複数の長い連結棒によって、前記端部及び交差点で互いに連結されていることを特徴とす
る請求項９記載の衝撃吸収装置。
【請求項１２】
　剪断手段が、前記 形部材のそれぞれの前記交差点に設けられていることを特徴とする
請求項９記載の衝撃吸収装置。
【請求項１３】
　水平なレール部材と、
　前記レール部材に縦に交差して接続されたアームであって、前記アームの上部及び下部
がそれぞれ上方及び下方に伸びている、アームと、
　前記レール部材と前記アームの前記上部とに連結された複数のワイヤと、
　を備え、
　前記アームが前記レール部材に沿う方向に衝撃を受けたとき、前記ワイヤが運動エネル
ギーを吸収する、
　ことを特徴とする衝撃吸収装置。
【請求項１４】
　２本以上のアームが、前記レール部材に一定間隔で縦に交差して接続され、前記各アー
ムの上部及び下部がそれぞれ上方及び下方に伸びていることを特徴とする請求項１３記載
の衝撃吸収装置。
【請求項１５】
　前記ワイヤは、異なる長さ、材料、太さ、及び弾性係数を有する数種類のワイヤから成
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外部から衝撃を受けたとき、前記Ｘ形部材に連結されたワイヤが引き伸ばされまたは破
断されると共に、前記２枚のガイドパネルの間幅が縮まりながら外部の衝撃エネルギーを
吸収する
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ることを特徴とする請求項１３記載の衝撃吸収装置。
【請求項１６】
　前記ワイヤは、それぞれ弾性材料で作られることを特徴とする請求項１３記載の衝撃吸
収装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
　本発明は、一般に、衝撃吸収装置に係り、特に、衝撃力の伝達方向を水平方向から垂直
方向ヘ変え、衝突の際に慣性の衝撃を軽減するのに十分な有効変位を確保するとともに、
ワイヤの破断応力を利用して衝撃即ち運動エネルギーを効果的に吸収することが可能な、
衝撃吸収装置に関するものである。
【０００２】
【背景技術】
　当業者によく知られているように、衝撃吸収装置は、多様な産業分野において効果的に
利用されている。即ち、衝撃吸収装置は、車両、桟橋、空港の非常着陸滑走路、エレベー
タのピット、大型特殊貨物車両、及び工事用車両のための衝撃緩和装置として用いられる
。また、衝撃吸収装置は、中央分離帯、ガードレール等の道路交通安全設備や、道路や鉄
道の末端の防護壁における衝撃緩和装置としても用いられる。衝撃吸収装置の他の用途と
して、火災の際に低層の建物から飛び下りる人のための擁護マット、軍用掩蔽壕、及び種
々の工業分野において外部からの衝撃エネルギーを軽減又は除去するための緩衝装置があ
げられる。
【０００３】
　従来の技術では、一般に廃タイヤやプラスチック構造体が衝撃吸収装置として用いられ
る。衝撃吸収装置として用いられる廃タイヤやプラスチック構造体は、衝突の際に衝撃の
方向に押しつぶされ、それによって衝撃即ち運動エネルギーを効果的に吸収し、衝撃エネ
ルギーの伝達時間を遅延させる。
【０００４】
　一方、自動車のシャシーは、押しつぶされるように設計され、それによって衝突の際に
惰性の衝撃を吸収してその衝撃から乗員を保護する。
【０００５】
　一般的な衝撃吸収装置の例として、エアバッグ、ガス衝撃吸収装置、ばね、強粘性材料
、及び発泡スチロールがあげられる。
【０００６】
　一般的なエアバッグは、単体で、球状の空気体の外表面上で均一に衝突エネルギーを分
散させるので、理想的な衝撃吸収装置として知られている。しかし、エアバッグには、高
価であるとともに設置が難しいという欠点がある。一般的なガス衝撃吸収装置は、ガス衝
撃吸収装置が衝撃を受けた際に、縮んで、シリンダー内の気圧を上げて、衝撃即ち運動エ
ネルギーを吸収するように設計されている。しかし、ガス衝撃吸収装置には、衝突エネル
ギーの方向がそのまま保持されてしまうという欠点がある。一般的なばねは、衝撃を受け
た際に、ばねの弾性力によって衝撃即ち運動エネルギーを吸収するように設計されている
。しかし、ばねは同時に反作用を生じ、これは反発力によって跳ね返りをもたらすという
二次的な問題を起こす。
【０００７】
　その他の一般的な衝撃吸収装置は、衝突エネルギーの方向を変えたり分散させたりする
ようには設計されていないので、衝撃即ち運動エネルギーを十分に吸収できない。一般的
な衝撃吸収装置において起こる他の問題として、有効変位を確保するようには設計されて
いないので、遺憾にも、衝突する物体及び衝突された物体が激しく損傷してしまう。その
ような、有効変位を確保していない衝撃吸収装置が自動車に用いられた場合、衝突の際に
、衝撃吸収装置は乗員を十分に保護できず、乗員が激しい傷害を被る。
【０００８】
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【発明の開示】
　したがって、本発明は上記従来技術の問題点を考慮してなされたもので、本発明の目的
は、反発力による問題をなくし、衝撃力の伝達方向を水平方向から垂直方向ヘ変え、衝突
の際に慣性の衝撃を軽減するのに十分な有効変位を確保して、衝撃即ち運動エネルギーを
効果的に吸収するとともに、安価に製造され設置が容易である衝撃吸収装置を提供するこ
とである。
【０００９】
　前記の目的を達成するために、本発明の第１の実施の形態による衝撃吸収装置は、互い
に交差して交差点で互いに接続され、これにより衝撃によって選択的に閉じられる２本の
長いアームと、前記２本の交差アームに縦に連結された少なくとも１本のワイヤと、を含
む 形部材と、前記 形部材の両側に縦に配置された２枚のガイドパネルと、を備え、前
記ガイドパネルは、それぞれ内側面に縦のガイド溝を有し、これにより前記アームの接続
端部を移動可能に受け止める。

本実施の形態のどちらかの
ガイドパネルに衝撃即ち運動エネルギーが印加されると、 形部材はワイヤとともに、慣
性の衝撃を軽減するのに十分な有効変位を確保しつつ、運動エネルギーを効果的に吸収す
る。
【００１０】
　他の実施の形態において、本衝撃吸収装置は、Ｘ、Ｙ、及びＺ軸方向に互いに各端部で
連結され、これにより複合鋏構造体を形成する複数の 形部材であって、前記 形部材の
それぞれは、互いに交差して交差点で互いに接続されこれにより衝撃によって選択的に閉
じられる２本の長いアームと、前記２本の交差アームに縦に連結された少なくとも１本の
ワイヤと、を含む、複数の 形部材と、前記複合鋏構造体の両側に縦に配置された２枚の
ガイドパネルであって、前記ガイドパネルは、それぞれ内側面に複数の縦のガイド溝を有
し、これにより前記複合鋏構造体の接続端部を移動可能に受け止める、２枚のガイドパネ
ルと、を備える。

本実施の形態のどちらかのガイドパネル
に衝撃即ち運動エネルギーが印加されると、 形部材はワイヤとともに、ワイヤによって
衝撃力の伝達方向を水平方向から垂直方向へ変えるとともに、ワイヤが破断されるまで、
慣性の衝撃を軽減するのに十分な有効変位を確保しつつ、運動エネルギーを効果的に吸収
する。
【００１１】
　更なる実施の形態において、本衝撃吸収装置は、水平なレール部材と、前記レール部材
に縦に交差して接続されたアームであって、前記アームの上部及び下部がそれぞれ上方及
び下方に伸びている、アームと、前記レール部材と前記アームの前記上部とに連結された
複数のワイヤと、を備える。衝撃即ち運動エネルギーがアームに印加されると、アームは
ワイヤとともに、運動エネルギーを効果的に吸収する。
【００１２】
　簡単に説明すると、本発明の衝撃吸収装置は、衝撃を受けると、衝撃力の伝達方向を水
平方向から垂直方向へ変える。垂直方向に働く衝撃力によって、ワイヤが引き延ばされて
終には破断され、これによって衝撃が印加される位置から衝撃が伝達される位置までの間
に有効変位を確保する。本衝撃吸収装置は、同時に、衝突物体に働く反発力を最小化し、
これによって衝突物体及び被衝突物体の損傷を軽減する。このように、本衝撃吸収装置が
自動車に用いられる場合には、本衝撃吸収装置は乗員を有効に保護する。
【００１３】
【発明を実施するための最良の形態】
　図１は、本発明の第１の実施の形態による一単位の 形部材を備える衝撃吸収装置の正
面図である。図示されているように、 形部材２０は、数種類の複数の孔２５、２６、２

10

20

30

40

50

(4) JP 3663507 B2 2005.6.22

Ｘ Ｘ
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７、２９を所定の位置に有する２本の長いアーム２１から成る。２本のアーム２１は、中
心孔２６が設けられた中心部で互いに交差し、例えばボルト止め又はリベット止め等によ
って、交差点で互いに接続される。複数の張力ワイヤ２３が、各ワイヤ２３の両端が２本
のアーム２１の対向部に連結されて、２本のアーム２１に縦に連結され、これによって２
本の交差アーム２１を引っ張っている。２枚のガイドパネル１０が、 形部材２０の両側
に、縦に置かれている。ガイドパネル１０は、それぞれ、内側面に縦のガイド溝を有し、
これによってアーム２１の接続端部を移動可能に受け止める。ガイドパネル１０は、上端
及び下端で互いに弾性部材又はワイヤ（不図示）によって互いに連結され、ガイドパネル
１０の予期しない分離が防止される。
【００１４】
　本発明では、 形部材２０は、交差点を中心にして対称構造であっても非対称構造であ
ってもよい。張力ワイヤ２３は、 形部材２０の対称構造あるいは非対称構造を構成しつ
つ、前記交差点の両側に縦に配置される。
【００１５】
　更に、ワイヤ２３は、異なる長さ、材料、太さ及び弾性係数を有する数種類のワイヤを
含んでいてもよい。
【００１６】
　図２は、図１の衝撃吸収装置の作用効果を示す正面図である。図示されているように、
衝撃即ち運動エネルギーがガイドパネル１０に図中矢印で示された内側方向に印加された
とき、ガイドパネル１０は内側に押される。これにより、 形部材２０の各端部がパネル
１０のガイド溝に沿って上下方向に移動され、 形部材２０が閉じられる。この場合、ワ
イヤ２３は引き延ばされる。２枚のパネル１０に印加された衝突エネルギーがワイヤ２３
の破断応力より大きいとき、 形部材２０が完全に閉じられるまでワイヤ２３が連続的に
破断される。これにより、 形部材２０は、衝撃即ち運動エネルギーを効果的に吸収する
とともに、２枚のガイドパネル１０の間に有効変位を確保する。
【００１７】
　詳しく説明すると、 形部材２０がパネル１０に印加された衝突エネルギーによって閉
じられるとき、ワイヤ２３はＤ１からＤ２更にＤ３へと徐々に引き延ばされ、 形部材２
０の両端の間の幅はＤＷ１からＤＷ２更にＤＷ３へと縮められる。これにより、 形部材
２０の両端の間の幅は、ＤＷ１－ＤＷ３だけ減少する。この場合、前記減少幅（ＤＷ１－
ＤＷ３）は、元の幅ＤＷ１の約９０％に達するので、本発明の衝撃吸収装置は、有効変位
を確保するとともに、衝突エネルギーを効果的に吸収して、衝突物体の損傷を軽減する。
【００１８】
　衝撃吸収装置が複数本のワイヤ２３を備える場合、各ワイヤ２３は、衝撃即ち運動エネ
ルギーを一次的に反復的に吸収しながら、連続的に順次破断される。更に、 形部材２０
の両上端の間の幅が（ＤＷ１－ＤＷ３）だけ縮められるので、衝撃吸収装置は、衝突エネ
ルギーを二次的に吸収するとともに、衝突エネルギーの伝達時間を遅延させる。衝撃吸収
装置は、このようにして、慣性による衝撃を効果的に減少させる。
【００１９】
　本発明において、２枚のガイドパネル１０のどちらか一方を固定するとともに、他方の
パネルを移動可能にしてもよい。
【００２０】
　図３は、Ｘ軸方向に互いに連結された複数の 形部材を備える、本発明の第２の実施の
形態による衝撃吸収装置の斜視図である。図示されているように、第２の実施の形態によ
る衝撃吸収装置は、Ｘ軸方向に互いに連結された複数の 形部材から成り、これによって
鋏構造体を形成する。 形部材２０は、それぞれ第１の実施の形態で説明されたものと同
じ構造を有している。即ち、各 形部材２０は２本の長いアーム２１から成る。数種類の
複数の孔２５、２６、２７、２９を所定の位置に有する２本のアーム２１は、中心孔２５
が設けられた中心部で互いに交差し、交差点で互いに接続される。複数の張力ワイヤ２３
が、２本のアーム２１に縦に連結され、これによって２本の交差アーム２１を引っ張って
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いる。２枚のガイドパネル１１が、鋏構造体の両側に、縦に置かれている。ガイドパネル
１１は、それぞれ、内側面に縦のガイド溝を有し、これによって交差アーム２１の接続端
部を移動可能に受け止める。
【００２１】
　鋏構造体へと 形部材２０を互いに連結するために、アーム２１の両端に、ボルト止め
又はリベット止めによって互いに接続される孔２７及び２９が設けられる。本実施の形態
において、孔２７及び２９は、好ましくは、衝突エネルギーによって 形部材２０が閉じ
られるときに衝突エネルギーをより効果的に吸収するために 形部材２０を差動的に動作
させるために適した、長円形状を有する。
【００２２】
　図４は、Ｘ及びＹ軸方向に互いに連結された複数の 形部材を備える、本発明の第３の
実施の形態による衝撃吸収装置の正面図である。第３の実施の形態において、複数の 形
部材２０は、第２の実施の形態で説明されたのと同様にＸ軸方向に互いに連結され、これ
によって鋏構造体を形成する。そして、複数の鋏構造体が、アーム２１の孔２６、２７、
及び２９を通る複数の長い連結棒３５によって、Ｙ軸方向に互いに連結され、これによっ
て複合鋏構造体を形成する。この場合、鋏構造体配列は、一定の間隔を開けてＹ軸方向に
配列される。２枚のガイドパネル１２が、複合鋏構造体の両側に、縦に置かれている。ガ
イドパネル１２は、それぞれ、内側面に複数の縦のガイド溝を有し、これによって複合鋏
構造体の交差アーム２１の接続端部を移動可能に受け止める。
【００２３】
　第３の実施の形態において、 形部材２０の交差アーム２１は、ボルト止め又はリベッ
ト止めによって、交差中心で互いに接続されている。しかし、上記交差アーム２１は連結
棒３５と同じ形状を有する複数の長い連結棒によって交差中心で互いに接続されてもよい
ことが、理解されるべきである。この場合、アーム２１の交差中心を通る連結棒３５を残
して、何本かの連結棒３５を複合鋏構造体から除くことが可能である。
【００２４】
　図５は、Ｘ、Ｙ、及びＺ軸方向に互いに連結された複数の 形部材を備える、本発明の
第４の実施の形態による衝撃吸収装置の斜視図である。第４の実施の形態において、それ
ぞれが交差点及び端部に複数の孔４２、４３、及び４４を有する２本のアーム４１が、互
いに交差し、交差点でボルト止め又はリベット止めによって接続され、これによって 形
部材４９を形成する。複数の 形部材２０は、第３の実施の形態で説明されたのと同様に
複数の長い連結棒４５によってＸ及びＺ軸方向に互いに連結され、これによって複合鋏構
造体を形成する。そして、２つ又はそれ以上の複合鋏構造体が、孔４２、４３、及び４４
を通る複数の長い連結棒４５によってＹ軸方向に互いに連結され、これによって重畳した
複合鋏構造体を形成する。そして、複数の張力ワイヤ４７が、交差アーム４１に縦に連結
され、これによってアーム４１を引っ張っている。２枚のガイドパネル（不図示）が、構
造体の両側に、縦に置かれている。上記ガイドパネルは、それぞれ、内側面に複数の縦の
ガイド溝を有し、これによって構造体の交差アーム４１の接続端部を移動可能に受け止め
る。
【００２５】
　第４の実施の形態において、何本かのアーム４１の長さは、第１及び第２の実施の形態
のアーム２１よりも長い。即ち、複合鋏構造体において同方向に伸びるアーム４１は、互
いに分離されずに、単一構造に統合されている。このように長いアーム４１を用いた構造
体の作用効果は、短いアーム２１を用いた実施の形態において説明されたのと同様なので
、更なる説明は必要ではないだろう。長いアーム４１のもう一つの利点は、重畳した複合
鋏構造体を容易に製造できることである。
【００２６】
　本実施の形態において、 形部材２０の交差アーム４１は、ボルト止め又はリベット止
めによって、交差点で互いに接続されている。しかし、上記交差アーム４１は連結棒４５
と同じ形状を有する複数の長い連結棒によって交差点で互いに接続されてもよいことが、
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理解されるべきである。この場合、アーム４１の交差点を通る連結棒４５を残して、何本
かの連結棒４５を複合鋏構造体から除くことが可能である。
【００２７】
　本発明において、張力ワイヤ２３及び４７は、ワイヤが時間差をもって破断されるよう
にしたり、あるいはワイヤの破断時間を遅延させたりすることができる、弾性手段又は屈
曲部が設けられていてもよい。この場合、ワイヤ２３及び４７は、複数段階で破断され、
これによって衝突エネルギーを更に効果的に吸収する。上記ワイヤ２３及び４７は、好ま
しくは、金属、合成樹脂、ステンレススチール、あるいは繊維から成る。ステンレススチ
ールワイヤを用いることが、更に好ましい。
【００２８】
　一方、アーム２１及び４１は、直線あるいは湾曲した形状を有していてもよい。即ち、
本発明の機能に影響を与えることなく、アーム２１及び４１として、直線あるいはＳ字型
の棒を用いることができる。本発明の好ましい実施の形態では、アーム２１及び４１は、
ワイヤ２３及び４７を保持するために、それぞれ何カ所かで穿孔されている。しかし、本
発明の機能に影響を与えることなく、アーム２１及び４１が、そのような孔の代わりにワ
イヤを堅固に保持できるワイヤ保持溝又は突起（不図示）を設けられてもよいことが、理
解されるべきである
【００２９】
　上述のようにワイヤ保持溝又は突起を備えるアーム２１及び４１にワイヤが保持される
場合、ワイヤは、運動エネルギーによって引き延ばされるときに主にその中間部分におい
て引っ張られる。このため、ワイヤは、引き延ばされるときに、その端部では破断せずに
中間部分で切断される。
【００３０】
　図６は、本発明の第５の実施の形態による衝撃吸収装置を備えたガードレールの正面図
である。本実施の形態において、複数のアーム６７は、水平なガードレール６１に対して
一定間隔で縦に交差し、ボルト止め又はリベット止めによって、ガードレール６１に接続
される。また、複数の張力ワイヤ６９の両端が、ガードレール６１と各アーム６７の上部
とに連結されている。
【００３１】
　アーム６７が図６の矢印で示される方向に衝撃を受けると、ワイヤ６９は引き延ばされ
又は破断されて衝撃即ち運動エネルギーを効果的に吸収し、これによりアーム６７に衝突
した衝突物体即ち自動車の塑性変形を軽減する。
【００３２】
　本実施の形態において、各アーム６７の下部に衝撃吸収材を設けることが好ましい。
【００３３】
　更に、ワイヤ６９は、好ましくは、異なる長さ、材料、太さ、及び弾性係数を有する数
種類のワイヤから構成されてもよい。反発力が衝突物体に伝達されないほど早く衝突作用
が終了する場合には、各ワイヤ６９として、ばねや細長いゴムを用いることが好ましい。
この場合、ばねや細長いゴムは、高い弾性力を有しているので、ワイヤ６９に印加される
運動エネルギーが所定の程度を超えないときは、ワイヤ６９をほぼ半永久的に使用できる
。
【００３４】
　図７は、本発明の第６の実施の形態による 形部材を示す。本実施の形態において、
形部材の接続された交差点は、衝撃吸収材で満たされた円形の蓋５０に覆われている。上
記蓋５０は、 形部材の２本の交差アームが衝撃によって閉じられるときに、剪断応力に
よって衝撃即ち運動エネルギーを二次的に吸収する。
【００３５】
　図８は、接続された交差点に衝撃吸収ワイヤ５２を備える本発明の第７の実施の形態に
よる 形部材を示す。上記ワイヤ５２は、 形部材の２本の交差アームが衝撃によって閉
じられるときに、剪断応力によって衝撃即ち運動エネルギーを二次的に吸収するために使
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用される。
【００３６】
【産業上の利用の可能性】
　以上説明したように、本発明は、衝突の際に、衝撃即ち運動エネルギーをワイヤの破断
応力によって効果的に吸収するとともに、衝撃力の方向を水平方向から垂直方向ヘ変える
ことができる、衝撃吸収装置を提供する。本衝撃吸収装置のどちらか一方のパネルが衝撃
を受けたとき、本衝撃吸収装置の張力ワイヤが衝撃即ち運動エネルギーによって引き延ば
され破断され、これによって衝突エネルギーを効果的に吸収して他方のパネルに印加され
る衝撃を軽減する。衝撃を受けたとき、本衝撃吸収装置はほとんど反発力を生じないので
、跳ね返りによる二次的な問題はほとんど起きない。本衝撃吸収装置は、有効変位を確保
しているので、衝突物体に働く反発力を最小化し、これによって衝突物体及び被衝突物体
の損傷を軽減する。これにより、本衝撃吸収装置が自動車に用いられる場合には、本衝撃
吸収装置は乗員を有効に保護することができる。
【００３７】
　本衝撃吸収装置は、様々な産業分野において効果的に用いられる。
【００３８】
　本発明の好ましい実施の形態が例示の目的で開示されているが、添付の請求の範囲に開
示された発明の範囲及び思想から離れることなく、様々な変形、付加、及び置き換えが可
能であることを当業者は認識するであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　 形部材を備えた本発明の第１の実施の形態による衝撃吸収装置の正面図
【図２】　図１の衝撃吸収装置の作用効果を説明するための正面図
【図３】　Ｘ軸方向に互いに連結された複数の 形部材を備えた、本発明の第２の実施の
形態による衝撃吸収装置の斜視図
【図４】　Ｘ及びＺ軸方向に互いに連結された複数の 形部材を備えた、本発明の第３の
実施の形態による衝撃吸収装置の正面図
【図５】　Ｘ、Ｙ、及びＺ軸方向に互いに連結された複数の 形部材を備えた、本発明の
第４の実施の形態による衝撃吸収装置の斜視図
【図６】　本発明の第５の実施の形態による衝撃吸収装置を備えたガードレールの正面図
【図７】　接続された交差点に、付加的な衝撃吸収手段であって 形部材の２本の交差ア
ームが衝撃によって閉じられるときに衝撃即ち運動エネルギーを二次的に吸収するために
用いられる衝撃吸収手段を備えた、本発明の第６の実施の形態による 形部材の正面図
【図８】　接続された交差点に、衝撃吸収ワイヤであって 形部材の２本の交差アームが
衝撃によって閉じられるときに衝撃即ち運動エネルギーを二次的に吸収するために用いら
れるワイヤを備えた、本発明の第７の実施の形態による 形部材の正面図
【符号の説明】
　１０，１１，１２…ガイドパネル、２１，４１…アーム、２３，４７，６９…ワイヤ、
２７，２９…孔、３５…連結部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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